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 ただし、不要な「薬」をごみとして捨てれば、大気汚染になるでしょう。川や海に

捨てれば海洋汚染になり、魚が迷惑をこうむり人に返ってくるかもしれません。薬局

へ返すか、処方した医者に処分を依頼するしかありません。しかし、それでは、国民 

医療費の無駄遣いになります。やはり、処方された時に断るのが一番でしょう。 
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睡眠剤 スボレキサント（商品名ベルソムラ） 

  ナルコレプシーを起こす物質 これは薬なのだろうか？  
Web 資料あり http://www.npojip.org/chk_tip/No74-f05.pdf  
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骨粗しょう症:テリパラチド注（商品名フォルテオ、テリボン） 

   害のほうが大きい、推奨しない 

 

キーワード：テリパラチド、副甲状腺ホルモン、PTH、フォルテオ、テリボン、骨粗しょう症、脊椎骨折、血

圧低下、高カルシウム血症、高薬価、PMDA、自発報告、ページェット病、骨肉腫 
 
Web 資料あり http://www.npojip.org/chk_tip/No74-f05.pdf  
 
参考文献 
1）浜六郎、骨粗しょう症に使うデノスマブ、薬のチェック TIP 2017：17（72）：76-80 
  http://www.npojip.org/chk_tip.html#No72  
2）フォルテオ、審査報告書、申請資料概要、添付文書、インタビューフォーム 
  http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ で薬剤名を入力すればアクセス可能 
3）テリボン、審査報告書、申請資料概要、添付文書、インタビューフォーム 
  http://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ で薬剤名を入力すればアクセス可能 
4）Longo DL et al eds Harrison’s Principles of internal medicine 18th ed McGrawHill Medical New York 

2012 
5）Guise TA, Mundy GR. Physiological and pathological roles of parathyroid hormone-related peptide. Curr 

Opin Nephrol Hypertens. 1996 Jul;5(4):307-15.  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/8823527  
6）Martin TJ, Moseley JM, Williams ED. Parathyroid hormone-related protein: hormone and cytokine. J 

Endocrinol. 1997 Sep;154 Suppl:S23-37.  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/9379134  
7 ） Usdin TB, Wang T, Hoare SR, Mezey E, Palkovits M. New members of the parathyroid 

hormone/parathyroid hormone receptor family: the parathyroid hormone 2 receptor and 
tuberoinfundibular peptide of 39 residues. Front Neuroendocrinol. 2000 Oct;21(4):349-83. 

  https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/11013069  
8） Goldman L et al edds Goldman’s Cecil Medicine 24th ed Elsevier. 2012 
9）PMDA, 副作用が疑われる症例報告に関する情報  
  http://www.info.pmda.go.jp/fsearchnew/jsp/menu_fukusayou_base.jsp 
10） Prescrire team. Teriparatid. Prescrire Int. 2005 14(75): 5-9.  
11）University of Washington Parent Directory https://courses.washington.edu/conj/bess/bone/bone2.html  



P130 

 
 
P131-132 
総説 

PPI で肺炎は増えなかったとする論文の問題点 

  ――特に、事前危険度による調整方法について―― 

 

キーワード：プロトンポンプ阻害剤（PPI）、肺炎、コホート研究、自己対照ケースシリーズ、事前発生率比補正法、

背景因子、交絡因子、免疫抑制剤 
 
結論   
 Othman らの研究では、事前事象が薬剤処方に影響し、背景因子が処方前後で大きく変動し

ます。事前発生率比 補正法（PERR 法) の誤用です。適切な方法を用いた狭義の肺炎罹患の危

険度は 3.9 倍（コホート研究）、2.7-3.2 倍（自己対照ケースシリーズ）でした。従来のメタ解

析結果と一致し、PPI が肺炎を増加させるという結論は変わりません。  
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糖尿病に使う薬剤を評価する 
必要、不要、危険など 

浜 六郎 

 糖尿病用の薬剤については、「薬のチェックは命のチェック」の創刊号（2001 年１月）で

特集し、その後も 44 号、45 号などで扱ってきました。その総まとめを講演する機会があり、

脂質栄養学 2017 年 26 巻 1 号 https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jln/26/1/_contents/-char/ja/ 
で総説にしました。 
 その中から、主な糖尿病用薬剤の作用機序と、その臨床試験結果を解説します。 
 詳細と文献は本誌、Web 資料 http://www.npojip.org/chk_tip/No74-f05.pdf、または、 
元の論文 https://www.jstage.jst.go.jp/article/jln/26/1/26_59/_pdf を参照してください。 
 また、2016 年脂質栄養学会シンポジウムで発表したスライド 
 http://www.npojip.org/chk_tip/No74-f06.pdf も参照ください。 

 
キーワード：糖尿病、インスリン、心血管疾患、がん、総死亡、寿命、糖質制限食、適度な運動、睡眠剤、

睡眠、SU 剤、メトホルミン、ミトコンドリア毒、肥満、ピオグリタゾン、DPP-4 阻害剤、GLP-1 作動剤、

SGLT-2 阻害剤、ACCORD 試験、エンドポイント、インクレチン関連薬剤 
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  悪問。受験生がかわいそうだ。 
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連載：医薬品危険性情報 あれこれ 

国立医薬品食品衛生研究所（日本）が発行する「医薬品安全性情報（海外規制機関）」から紹介（趣旨を損な

わない程度に原文の表現を一部変更）。コメント・注釈は本誌。 

【MHRA】デノスマブ：外耳道骨壊死の報告  

【Health Canada】２型糖尿病に使うDPP-4 阻害剤：関節痛のリスク 

【FDA】カナグリフロジン含有糖尿病用剤：下肢切断のリスク上昇 

【WHO】レボチロキシンとパニック発作 
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前回は、「試験管ベビー」と称されたルイーズ･ブラウンさんの事例から生殖補助医療の受容に触れ、

憎悪犯罪や憎悪演説について深めました。今回は、引き続き体外受精の生命倫理を扱います。 
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プトンポンプ阻害剤（PPI）で肺炎が増えるのはなぜ？ 

PPI の評価は矛盾しているのでは？ 

睡眠について：検査値改善で「健康になった」といえるか？ 

 

書評 あなたの体は9割が細菌――微生物の生態系が崩れはじめた 

 

 

編集後記 

★ 2016 年世界死亡統計によると（Lancet,10100 号）、ここ10年間で小児死亡は著しく減り、その

最大要因は１か月未満児の新生児破傷風67.6%減と１か月～４歳児の麻疹72.0%減だった。 

★その他、同期間にマラリア、リーシュマニア、消化管感染症が各25.9%、54.1%、14.7%、総死亡が

減少した。それらの減り方から環境・栄養状態改善とWHO 拡大予防接種計画が相加または相乗効果

を示したようだ。 

★ワクチンの評価は総合的見地に基づく必要性を物語り、ぜひ本誌のワクチン・シリーズを参照し

てほしい。 

★多剤投薬はアメリカでも大問題で、標的にスタチン、PPI、ベンゾジアゼピン、喘息・慢性閉塞性

肺疾患剤、過活動膀胱剤、抗認知症剤、中枢性筋弛緩剤、降圧剤、サプリと抗菌剤の適正使用があ

げられる。日本は、抗うつ剤と抗インフルエンザ剤も入れなければならない 

★近代医学の父、ウィリアム・オスラーは「医師の最初の義務の一つは、薬を飲むなと大衆を教育

することだ」と言った。含蓄のある言葉だが、先ずは医師教育が必要だろう。（た） 


